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■ 8 月　の　予　定 ■

携
帯
電
話
の
持
込
は
禁

止
。
連
絡
は
塾
の
電
話

を
使
用
し
て
下
さ
い
。

　

判
決
は
「
少
年
の
前
方
不
注
意
が
事
故
の
原
因
」
と
認

定
。
少
年
側
は
「
危
険
な
走
行
は
し
て
お
ら
ず
、
日
頃
か
ら

指
導
も
し
て
い
た
」
と
し
て
過
失
責
任
を
否
定
し
た
が
、
判

決
は
母
親
が
唯
一
の
親
権
者
と
し
て
の
監
督
義
務
を
十
分
に

果
た
し
て
い
な
か
っ
た
と
判
断
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
女
性

が
事
故
に
遭
っ
た
た
め
に
得
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
逸

失
利
益
や
介
護
費
な
ど
を
考
慮
し
、
母
親
に
は
女
性
側
へ

３
５
０
０
万
円
、
損
保
会
社
へ
６
千
万
円
の
賠
償
責
任
が
あ

る
と
し
た
。　
　
　
　
　
　

朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
７
月
５
日

　

夏
な
の
で
自
転
車
に
乗
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
自
分
も
こ
ん
な
こ
と
に
な
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
事
故
に
あ
っ
た
り
、
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
乗
り
ま
し
ょ
う
。
夜
は
必

ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

『 

２ 

０ 

１ 

３ 

夏 

期 

講 

座 

！ 

』

  

夏
期
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た
。
受
験
生
も
、
そ
れ
以
外
の

学
年
の
生
徒
に
と
っ
て
も
、
夏
は
勉
強
に
お
け
る
天
王
山
で

す
。
ち
な
み
に
、
天
王
山
と
は
『
勝
敗
を
決
め
る
大
切
な
分

か
れ
目
』
と
い
う
意
味
で
す
。

  

そ
ん
な
夏
、
ど
の
よ
う
に
学
習
と
取
り
組
み
、
消
化
し
た

か
に
よ
っ
て
、
志
望
校
合
格
も
今
後
の
学
力
向
上
も
結
果
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
夏
は
今
ま
で
以
上
に
真
剣
に
学
習
に

取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

　

特
に
中
3
生
は
、
9
・
10
・
11
月
の
学
力
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
テ

ス
ト
に
向
け
て
し
っ
か
り
基
本
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標

に
学
習
し
て
下
さ
い
。
塾
で
の
4
時
間
の
学
習
の
他
に
、
夏

休
み
中
の
宿
題
や
予
習
を
し
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
夏
休
み
が
志
望
校
合
格
の
第
一
歩
と
な

る
よ
う
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

　     ９月から米の大学で勉強します。           粟野君も石田さんも湖陵高校卒、あっという間に 20 歳と 25 歳になって！ 　
『
親
に
９
５
０
０
万
円
賠
償
命
令

　
　
　
　
　

少
年
が
自
転
車
で
人
を
は
ね
た
事
故
！ 

』

　

自
転
車
で
女
性
（
67
）
を
は
ね
て
寝
た
き
り
状
態
に
さ
せ

た
と
さ
れ
る
少
年
（
15
）
＝
当
時
小
学
５
年
＝
の
親
の
賠
償

責
任
が
問
わ
れ
た
訴
訟
の
判
決
が
４
日
、
神
戸
地
裁
で
あ
っ

た
。
田
中
智
子
裁
判
官
は
「
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
子
ど

も
に
十
分
な
指
導
を
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
判
断
。
少
年
の

母
親
（
40
）
に
対
し
、
原
告
の
女
性
側
と
傷
害
保
険
金
を
女

性
に
支
払
っ
た
損
保
会
社
に
計
９
５
０
０
万
円
を
賠
償
す
る

よ
う
命
じ
た
。

　

判
決
に
よ
る
と
、
少
年
は
２
０
０
８
年
９
月
２
２
日
夜
、

神
戸
市
北
区
に
あ
る
坂
を
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
時
速
20
～

30
キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で
下
っ
て
い
た
際
、
知
人
の
散
歩
に
付

き
添
い
中
の
女
性
に
衝
突
し
た
。
女
性
は
頭
の
骨
が
折
れ
、

現
在
も
意
識
が
戻
っ
て
い
な
い
。

『 

漢  

字  

検  

定  

結  

果 

』

　

6
月
14
日
に
行
っ
た
漢
字
検
定
で
は
、
準
2
級
２
名
、
３

級
３
名
、
４
級
１
名
、
５
級
３
名
、
６
級
２
名
、
７
級
２
名
、

８
級
１
名
、
９
級
２
名
が
合
格
で
し
た
。
24
名
が
受
検
し
16

名
の
合
格
。
合
格
率
は66.7

％
で
し
た
が
、
小
学
生
は
全
員

合
格
で
し
た
。
次
回
は
11
月
で
す
。

　

夏
期
講
座
の
宿
題
に
も
漢
字
と
語
彙
力
が
出
て
い
ま
す
が
、

漢
字
は
す
べ
て
の
教
科
の
基
本
と
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
辞

書
を
使
い
漢
字
を
覚
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

『
学
力
コ
ン
ク
ー
ル
と
数
学
検
定
』

　

10
日
は
1
、
2
年
生
で
10
時
30
分
～
2
時
40
分
、
11
日
は

3
年
生
が
10
時
30
分
～
3
時
5
分
の
予
定
で
学
力
コ
ン
ク
ー

ル
が
あ
り
ま
す
。
筆
記
用
具
、
コ
ン
パ
ス
・
定
規
を
忘
れ
な

い
こ
と
。
昼
食
も
必
要
で
す
。
24
日(

土)

は
数
学
検
定
を
実

施
し
ま
す
。
こ
ち
ら
は
希
望
者
の
み
受
検
で
す

　

対
日
関
係
が
冷
え
込
む
中
国
で
は
、
政
府
の
指
導
下
に
あ

る
有
力
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
「
中
国
ネ
ッ
ト
」
が
２
４
日
、
日

本
で
の
報
道
を
引
用
す
る
形
で
事
実
関
係
を
論
評
抜
き
で
報

道
し
、
国
営
新
華
社
通
信
（
電
子
版
）
な
ど
が
転
載
。
韓
国

で
も
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
が
、
多
く
は
、
読
売

新
聞
の
報
道
を
引
用
し
て
伝
え
た
。
２
３
日
の
朝
鮮
ス
ポ
ー

ツ
紙
（
電
子
版
）
は
「
乗
客
が
力
を
合
わ
せ
て
救
助
す
る
感

動
の
写
真
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

ロ
シ
ア
の
大
衆
紙
「
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
カ
ヤ
・
プ
ラ
ウ
ダ
」（
電

子
版
）
に
は
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
迅
速
に
乗
客
が
団
結
で

き
た
の
だ
ろ
う
か
」「
他
人
の
命
に
対
し
て
、
我
々
ロ
シ
ア
人

も
無
関
心
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
驚
き
の
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

タ
イ
の
ニ
ュ
ー
ス
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
最
大
手
Ｔ
Ｎ
Ｎ
は
、

本
紙
の
写
真
を
、「
日
本
の
人
々
が
生
来
の
結
束
力
を
余
す
と

こ
ろ
な
く
示
し
、
困
っ
て
い
る
人
に
助
け
の
手
を
さ
し
の
べ

た
、素
晴
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
」と
紹
介
し
た
。タ
イ
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
こ
の
写
真
を
シ
ェ
ア
す
る
人
が
多
く
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
で
は「
日
本
が
、ま
た
世
界
を
驚
か
せ
た
」

「
と
っ
さ
に
こ
の
よ
う
な
行
動
が
で
き
る
日
本
人
は
、
ど
の
よ

う
な
教
育
を
受
け
て
い
る
の
か
」
と
の
声
も
出
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
１
３
年
７
月
２
６
日 

読
売
新
聞
）

　
『
中
・
韓
も
驚
き
・
感
動
…

　
　
　
　
　
　
　
　

電
車
押
し
救
助
、
世
界
が
絶
賛
』

　

読
売
新
聞
が
２
２
日
夕
刊
で
報
じ
た
、
さ
い
た
ま
市
の

Ｊ
Ｒ
南
浦
和
駅
で
の
女
性
客
救
出
劇
は
、
現
場
に
居
合
わ
せ

た
読
売
新
聞
記
者
の
写
真
と
共
に
世
界
各
地
で
も
報
道
さ
れ

た
。

　

ホ
ー
ム
と
車
両
の
間
に
落
ち
た
女
性
を
乗
客
ら
が
力
を
合

わ
せ
助
け
出
し
た
ニ
ュ
ー
ス
に
、「
う
ち
の
国
だ
っ
た
ら
、
乗

客
は
眺
め
る
だ
け
で
何
も
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」「
英

雄
的
な
行
動
」
な
ど
の
称
賛
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

米
Ｃ
Ｎ
Ｎ
テ
レ
ビ
は
２
２
日
夜（
日
本
時
間
２
３
日
午
前
）、

キ
ャ
ス
タ
ー
が
「
日
本
か
ら
素
晴
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
」

と
前
置
き
し
、
本
紙
の
写
真
と
共
に
女
性
救
出
を
報
じ
た
。

キ
ャ
ス
タ
ー
は
「
生
死
に
関
わ
る
状
況
で
、
駅
員
と
乗
客
が

冷
静
に
協
力
し
た
」
と
称
賛
。「
お
そ
ら
く
、
日
本
だ
け
で
起

こ
り
う
る
こ
と
」
と
し
て
、
電
車
が
約
８
分
後
に
通
常
運
転

を
再
開
し
た
こ
と
も
合
わ
せ
て
伝
え
た
。

　

英
各
紙
が
ロ
イ
ヤ
ル
ベ
ビ
ー
誕
生
の
特
集
紙
面
を
組
む
中
、

２
３
日
付
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
は
、「（
駅
員
や
乗
客
が
）集
団
で
、

英
雄
的
な
行
動
を
示
し
た
」
と
す
る
Ａ
Ｐ
通
信
の
記
事
と
本

紙
の
写
真
を
国
際
面
で
使
っ
た
。

　

イ
タ
リ
ア
の
主
要
紙
コ
リ
エ
ー
レ
・
デ
ラ
・
セ
ラ
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
は
「
イ
タ
リ
ア
人
だ
っ
た
ら
眺
め
る
だ
け
だ
ろ

う
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
も
。
香
港
で
も
、
中
国
政
府
寄
り

の
論
調
で
知
ら
れ
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
テ
レ
ビ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
、「
中
国
で
同
様
の
事
故
が
起
き
れ
ば
、
大
多
数
の
人
は

や
じ
馬
見
物
す
る
だ
け
だ
」
と
い
っ
た
書
き
込
み
が
見
ら
れ

た
。

電車とホームの間に足を
挟まれた女性を救出する
ため、車両を押して傾け
る乗客や駅員ら。

　普通の日本人は、まだ
まだ捨てたもんじゃない
ですね！困っていたら助
けることは当たり前のは
ずですが、世界は違うよ
うです。

7
・
12

北
陽
高
校
の
パ
レ
ー
ド

7
・
12

湖
陵
高
校
の
行
灯
行
列

１
年
間
の
米
留
学
か
ら
帰
国

の
北
星
女
子
の
諌
山
さ
ん
と
。

大
学
入
試
勉
強
の
粟
野
君
／

毎
日
、
塾
で
５
時
間

13
期
生
の
石
田
明
日
香
さ
ん

が
お
や
じ
バ
ン
ド
で
！

　    　  北陽高校 (3) の住川さんと湖陵高校 (2) の稲沢君が偶然に写っていた。　　　　　　宿題がたくさん出ています。

暑
く
な
い
今
年
の
夏
期
講
座

が
始
ま
り
ま
し
た
。
19
ま
で

 スナップゼミナール　根室 上野さんの作品から



　　　　　
『親の時代とは大違い　高校受験 ｢ 内申書 ｣ の事実』

 　高校受験シーズン本番。「先生に反抗すると内申に響く」などという表現をいま

だに聞く。しかし、中学校においての成績評価の仕方や高校入試における内申点

の扱いは、親の頃とは全く変わっているのだ。教育ジャーナリストのおおたとし

まさ氏が謎に満ちた内申書の真実を東京都・神奈川県の例をもとに解説する。

■高校入試における内申書の比重は低減傾向にある。

　通称「内申書」は、都道府県によって実際には「調査書」や「報告書」という名称で、

高校入試において欠かせない資料である。

　まず、現在の高校入試における内申書の比重を見てみよう。２０１３年度の東

京都高校入試では、半数以上の学校が、調査書点、いわゆる内申点を３割の比重

で扱うとしている。ちなみに 10 年前は内申点にもっと大きな比重が置かれており、

内申点が３割の学校は全体の１割程度しかなかった。神奈川では２０１３年度か

ら高校入試制度が変更される。主に内申書と面接で選考される「前期選抜」の制

度がなくなり、全員に学力検査と面接を課すことになった（一部学校を除く）。高

校入試における内申点の比重は低減傾向にあるのだ。

■相対評価から絶対評価に成績の付け方自体が変化

　さらに成績の付け方自体が、親が中学生だった頃とは大きく変わっていること

も知っておかなければならない。２００２年度にいわゆる「相対評価」から目標

に準拠した評価、いわゆる「絶対評価」になったのだ。

　相対評価とは、学年内の順位に従って５段階評価を割り振る方法。親世代の成

績はこの方法で決められていた。しかしこの方法だと、学力の高い学校の生徒ほ

ど評定が厳しくなるという不公平が生じる。また学年内に過剰な順位争いの意識

を生む恐れもある。代わりに導入されたのが絶対評価である。

　例えば理科。「観察・実験の技能」や「自然事象についての知識・理解」など、

観点別に定められた目標に対して、「おおむね満足できると判断される」レベル

にあればＢが付く。同様に「十分満足できると判断される」場合はＡが、「努力を

要すると判断される」場合はＣが付く。順位は関係ない。そして各観点の「評価」

の総括として、１～５の「評定」が付けられる。理論上はクラス全員が５という

こともあり得るのだ。

　各学習項目について、どのレベルに達していれば「おおむね満足できる」と判

断できるのかという目安については、国立教育政策研究所のホームページに公開

されており、全国の教員がそれを参考に評価計画を作成し、学校が承認すること

になっている。よって理論上は、ある生徒が東京都の学校から他県の学校に転校

したとしても、同じ評定が付くことになる。

また生徒や保護者からの要望があった場合、評価の根拠について、資料などを示

して説明している。

■内申書の信憑性が下がったという声も。

　このような仕組みで、各学期、各学年の成績が付けられ、内申書に記入される。

東京都の場合、３年生の１学期・２学期の成績を総合評価したものが記入される。

神奈川県の場合、２年生の学年成績と３年生の２学期までの総合成績が記入され

る。内申点は当然、生徒本人にも知らされる。志望校選択の判断材料として必要

になるからだ。

教育委員会は「客観的でフェアな評価方法である」と言い切る。

【これが調査書だ】

Ａ「評価」

　例えば国語であれば、「国語への関心・意欲・態度」「話す・聞く能力」などの

観点別に、学習指導要領に定められた「教科の目標」に対す

る到達度によって、Ａ～Ｃの３段階で評価される。テストの点だけで評価される

とは限らない。

Ｂ「評定」

　観点別の「評価」を基に、「評定」が１～５の５段階で決められる。よって、テ

ストの点が良くても観点別の「評価」が良くなければ「評定」は良くならない。

高校入試では「評定」を得点化して合否の判断材料にする場合が多い。

Ｃ「諸活動の記録」

　所属した部活や委員会活動などについて、客観的な事実のみを記入する欄。主

に面接のときに確認する事項として記入されている。数値化されず、高校入試の

合否に直接影響することはない。

Ｄ「総合的な学習の時間の内容及び評価」

「総合的な学習の時間」に行う活動は、学校や学級によって異なるので、全国一律

に評価することはできない。そこで、その学校・学級で行った活動内容と、その

なかでの生徒の活動に対する評価を文章で記す。数値化されることはない。

　しかし、教育現場にはさまざまな事情がある。実際、どのレベルをＢと判断す

るかの規準設定は、現場の教員に任されているのが現状だ。教員の主観で個別の

生徒の評価を変えることは難しい仕組みになってはいるが、全体的に甘い評価に

見える状況と、厳しい評価に見える状況が現実的にはあり得る。実際、ある私立

高校の教員は「絶対評価になってから、内申書の信憑性が下がった。公立の高校

では禁じられているが、多くの私立高校の推薦入試では、内申書だけではなく公

開模試の成績も提出させるようにしているのが実情」と証言する。

　「５」ばかりが多かったり、「１」が極端に少なかったりする場合は、市区町村

の教育委員会を通じて学校の評価規準を確認する。これに対しある区立中学校教

員は、「評定１の生徒が本当にいないことだってある。生徒の本当の力を評価して

あげられるのが絶対評価のいいところ。しかしそのような成績を付けると、教育

委員会の指導の対象になってしまう。矛盾を感じる」とこぼす。

■内申書の“都市伝説”を検証

　わかりにくい仕組みゆえ、内申書についてはさまざまな噂が飛び交う。仕組み

を学んでみれば、そのほとんどが思い込みであるとわかるだろう。

Ｑ　レベルの高い子が集まる中学では、良い内申点を取ることが難しい？

Ａ　「相対評価」ではないので、そのようなことは起こらない

２００２年度に「相対評価」から「目標に準拠した評価」、いわゆる「絶対評価」

に変更された。「相対評価」の場合、学年内の順位によって「評定」が決まってい

たので、レベルの高い学校の生徒は相対的に「評定」が厳しくなる傾向があった。

しかし現在は、学習指導要領が定める「教科の目標」に対する到達度による「目

標に準拠した評価」になったので、そのような不公平は理論上起こらない。

Ｑ　先生に嫌われると内申点に響くというのは本当？

Ａ　先生の主観が内申点に影響を与えることはない

「評価」や「評定」は、あらかじめ定められた「教科の目標」に対しての各生徒の

到達度を、あらかじめ教員が決めておいた客観的規準に照らし合わせて決められ

る。その規準は、生徒や保護者に事前に説明することが原則になっている。よっ

て教員の主観が、個別の生徒の「評価」や「評定」に影響を及ぼすことはほぼあ

り得ない。

Ｑ定期試験の平均点が１００点なら必ず「５」が付くのか？

Ａテストの点がすべてではない。必ず「５」とは限らない

５段階の「評定」は、各教科の観点別の３段階「評価」の総括として出される。

観点別の「評価」はペーパーテストの点数だけではなく、実技の出来、提出課題

の質、授業中の発表の内容なども加味して付けられる。国語の「話す・聞く能力」、

理科の「観察・実験の技能」のように、観点によってはペーパーテストだけでは

測定できないものもある。よって、定期試験が満点でも「評定」が５になるとは

限らない。

Ｑ　授業中に手を挙げると内申点が良くなる？

Ａ　内申書の「態度」は授業態度のことではない。挙手の回数が評価に直接影響

を与えることはない

各教科の「観点別学習状況」には必ず、「関心・意欲・態度」という項目が含まれ

ている。成績表における「態度」とは、「学んだことを次の学習や生活に生かして

いこうとする態度」のこと。挙手の回数で「態度」の「評価」が決められること

はない。何をもって「関心・意欲・態度」とするのかについては、学校は、あら

かじめ評価規準を決め、生徒や保護者に説明することになっている。

Ｑ　学級委員や部活のキャプテンは有利？

Ａ　学級活動や部活については、事実のみを書く欄があるだけ。内申点には関係

ない

評価すべきプラス要素として記す場合は、「所見」などの別欄で記述される。あく

までも面接での参考資料になるだけで、数値化されることはない。

Ｑ　生活態度が悪いと内申点に悪影響を与えるのではないか

Ａ　生活態度を評価する欄はない。所見にもネガティブなことは原則書かない

授業態度や生活態度は、生活指導の範疇（はんちゅう）なので、調査書には反映

されない。県によっては「行動の記録」や「所見」という記述欄があるが、あく

までも面接のときの参考資料として活用するためのものであり、それ自体を評価

に活用することはない。ただし、高校によっては遅刻や欠席日数を参考資料とし

て考慮する場合がある。　　　（日経新聞　教育ジャーナリスト　おおたとしまさ）

　保護者の皆さんにご理解を頂きたい内申書の実態です。東京、神奈川が例にな

っていますが、北海道も大きく違っているわけではありません。お父さん、お母

さんの時代とは大きく違うことを、是非ご確認下さい。


